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　当会では、平成20年、福岡市西区で起きた、母親が障がいのある子どもを殺めた事件をきっかけに、意識して強く「ひとりで悩まないで。仲間がいますよ。」と発信し続けています。
　身近に起きた悲しい事件でした。「何かできなかったのか」と悔やまれ、苦しい気持ちが沸きあがり、まず、「会から手が届く人は限りがあるので、ひとり一人が身近な人と声をかけあおう」と呼びかけました。
　幼児・学齢部会の催し物案内には、必ず、「ひとりで悩まないでマーク」を載せ、障がい児通所施設保護者会でも伝え続けています。
　しかしながら、平成25年に福岡市で、そして、今年つい最近3月には北九州市で悲しい事件が起きています。
保　護　者　会　だ　よ　り




④家族や関係者が孤立しなこと。
→「顔の見える関係をつくる場」を提供しています。
福岡市手をつなぐ
    育成会保護者会
TEL　713-1480
FAX　715-3561
e-mail
  hogsha2@fiku.jp









　次ページで紹介していますので、どうぞ、ご参加ください！
　そして、どなたにも発信できるホームページを充実しなくては、と思っています。




　（別添⑥３　のマーク挿入）




　できる限り、「顔のみえる関係」を大切にして、仲間作りを広げます。
　　うれしいこと、悩んでいること、なんでも、いつでも、話を聴くよ！力になるよ！という仲間がいます。
　ひとりで悩む時があれば、育成会保護者会を思い出してください。
　一緒に考えていきましょう。

































　

　それぞれの家庭、学校、地域等の環境の背景や、至るまでの経緯には複雑な
要因が絡み合っており、知りうる事情も限られるので、何が原因で、どうすれば良いかを示すことは難しいです。
　でも、こんなことは、起きないようにしなくてはいけません。
　どうしたら良いのでしょうか。
①私たち当事者も何人も平等な存在であること、　権利擁護の意識を高めること。
→障がいがあることで優遇されたり、称賛されたいのではなく、障がいがあることで不利益を被ることに遠慮せずに相談する。保護者も本人も学ぶことが必要です。研修会を開いています。
②社会が、正しい人権意識をもつこと。
→啓発活動を地道に進めます。　
③障がいのある本人が、適切で切れ目のない支援を受けられること。
→今、研究会を立ち上げて、有識者、事業所関係者、保護者で検　　　　　　　討しています。
 ライフストーリーを
　　　　　作りませんか
1年に1枚、思い出のつまったアルバムを作りませんか!(^^)!
作る目的は？
　本人が、家族や友だち、恩師等、関わってきた人たちとの絆や楽しい思い出を振り返ることができます。
　本人が年を重ねることで豊かになっていることや失ってきていることを、保護者でない人たちに伝えることができます。
　ある支援者が「歳をとると、がんこさが強くなって、支援が大変」という話をしていました。
　このような時に、若い頃の笑顔いっぱいに活動している姿をみてもらい、「こんな笑顔で、こんなに楽しく生活していたんだ」と感じてもらい、今の本人を受け止めてもらえたらと思います。
作るポイントは？
　1年に1枚がミソ。枚数が多くなると見るのが大変。

　いつまでも、愛されていることを感じてほしい、という気持ちをこめて作りませんか～💛
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